職 務 経 歴 書
20年月日現在
氏名　○○ ○○

■職務経歴概要
大学卒業後、株式会社へ入社。施工管理補佐として現場の管理業務に従事。関連業者との打ち合わせ、進捗・予算管理、安全管理業務など、施工管理のサポート業務に対応してきました。
3年目からは施工管理として勤務。合計で年間、オフィスビル、マンション、病院建設の現場で品質管理や工程管理、安全管理業務等に従事してきました。


年収を上げる職務経歴概要作成のポイント：経歴の要点のみを短く分かりやすくまとめる
職務経歴概要は一読しただけで、これまでの経験が分かるようにまとめることがポイントです。何度も読み直して、余分な文章をそぎ落とした内容にしましょう。
例文の職歴は1社ですが、施工管理技士としての職歴が2社以上ある場合は改行を加え、それぞれの経歴を短くまとめることが大切です。


20年月　○○株式会社入社　　　（在職期間：　年ヶ月）
　事業内容：総合建設業、 
　従業員：名　　売上：円　
	勤務期間
	業務内容
	職場環境
	役割

	20年月　～　20年月
	マンション新築工事（東京都港区）
・施工管理補助業務
・資料作成、清掃業務
・打合せの調整、スケジュール管理
	・6階建

現場人数：
約80名規模

	施工管理補助

	20年月　～　20年月
	医療法人　病院　新築工事（埼玉県所沢市）
・施工管理補助業務
・資料作成、清掃業務
・打合せの調整、スケジュール管理
	・3階建

現場人数：
約60名規模

	施工管理補助

	20年月　～　20年月
	株式会社　営業所新築工事（千葉県船橋市）
・施工管理業務
・予算管理、人員管理
・本社、関係会社との調整業務
・工程管理、進捗管理
	・3階建

現場人数：
約20名規模

	施工管理

	20年月　～　20年月
	マンション新築工事　（埼玉県大宮市）
・施工管理業務
・予算管理、人員管理
・本社、関係会社との調整業務
・工程管理、進捗管理業務
	・5階建

現場人数：
約50名規模

	施工管理
（主任）




年収を上げる職務経歴作成のポイント：現場ごとに区切りをつけて作成する 
施工管理技士の職務経歴は、現場ごとで期間を分けて作成することが基本です。一つの会社で複数の現場経験がある場合は、それぞれの現場ごとに区切りをつけて作成していきましょう。




■これまでの経験・技術・知識
・施工図作成（AUTO-CAD）
・提案書、見積書作成（Word、PowerPoint）
・グラフを含む管理表作成（Excel）
・施工管理業務


■取得資格
20年月　普通自動車免許
20年月　2級建築施工管理技士
20年月　1級建築施工管理技士


■自己PR
私の強みは、一貫して施工管理としての経験を重ねてきたことにあります。これまで転職経験はございませんが、複数の現場を担当したことで、全体を考えながら工事を進める視点を身につけることができました。
品質と工程、そして安全面についても重視して働いてきましたが、これまで現場で大きな事故は一度も起きることなく進めることができました。予算管理では、最適なコストを見極め、業者への交渉も対応してきました。

また施工管理は現場のマネジメントを担う役割でもあるため、人間関係の構築が他の職種よりも重要になると考え、個々の職人とのコミュニケーションも重視して対応してきました。コミュニケーションが活発な現場をつくることができたからこそ、これまで大きな事故なく工事を進めることができたと考えております。
今後は施工管理として更なるスキルアップを目指しながら、御社の事業に貢献させていただきたい所存です。

年収を上げる自己PR作成のポイント：伝えるポイントは3つ以内に抑えよう 
施工管理技士の自己PRは、これまでの経験の全てを伝えようとするとしてはいけません。伝えるポイントは最初に3つ以内で書き出しておきましょう。
[bookmark: _GoBack]自己PRは量を書き過ぎると逆に、印象が薄くなるリスクがあるからです。PRしたい経験やスキルがいくつかある場合も、自己PRは3つ以内にポイントを絞って作成するのがおすすめです。
また将来の方向性やキャリアプランが明確にある場合は、その内容も加えておきましょう。

